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　東北大学精神医学教室では、平成23年10月に宮城県の寄附により設立された予防精神医学寄附講座
（以下、予防講座）を中心に東日本大震災後の支援や研究を行っている。平成29年度の主な活動メンバー
は、予防講座の高橋、東海林、臼倉、鹿野、齋藤、精神神経学分野の松岡、松本、病院精神科の佐久間、
上田、濱家、砂川であった。活動の多くは、みやぎ心のケアセンターとの連携・協力の下に行われてお
り、みやぎ心のケアセンターの非常勤職員としての活動も行っている。
　地元で働く支援者に対する支援としては、県内の４つの社会福祉協議会（気仙沼市、女川町、七ヶ浜
町、山元町）の支援を継続した。支援ベースでの定期的な健康調査、職場での健康相談、人事担当者へ
のアドバイス、職員向けの研修などが継続された。それぞれの職場が抱える問題は異なっており、各々
に適した研修内容や支援のあり方を工夫して実施するようにしている。今後は、災害後の外部支援が終
了した後にも、各社会福祉協議会が職場のメンタルヘルスを継続できるような体制整備にも協力してい
きたい。
　現在、われわれは心的トラウマに対する理解と支援方法を普及するための活動を少しずつ強化してい
る。これは、東日本大震災を経験したことで、心的外傷後ストレス障害や複雑性悲嘆などを含めた心的
トラウマの問題についての理解は少しずつ拡がってきたが、これらの問題の裾野は広く、災害に直接関
わる出来事だけではなく、虐待や暴力などを含め、さまざまな問題に対応するため、心的トラウマの知
識が必要だと考えるためである。平成29年８月５日～６日の２日間には、「トラウマに対する認知処理
療法研修会」を仙台市で開催した。精神科医や臨床心理士を対象に、４人の講師の先生をお招きして、
トラウマに対する最新の治療法についての研修を行った。また、みやぎトラウマ治療研究会を立ち上げ、
福島医大と合同での勉強会をSkypeを利用し２回開催した。
　認知行動的アプローチを普及するための研修会は多層的に複数の研修会を企画し、広範な対象者への
普及を試みた。「こころのエクササイズ研修」については、一般の支援者を主な対象として年２回開催
した。第1回目はコミュニケーション・スキルについて、第２回目は問題解決技法についてのテーマで
実施した。宮城県内を中心に幅広い職種の方々が毎回参加しており、基本的な認知行動的アプローチの
普及に今後とも努めていきたいと考えている。また、認知行動的アプローチをより詳しく学びたい専門
職向けには、「心理支援スキルアップ講座」を大野裕先生を講師にお招きして２回開催した。今年度は、
構造的な認知行動療法の実施が難しい現場においても実践可能な簡易型の認知行動的アプローチについ
て、事例を通して学べるような内容にした。さらに、認知行動的アプローチを応用した災害復興回復
期に特化した支援プログラムである、「サイコロジカル・リカバリー・スキル（Skills�for�Psychological�
Recovery:�SPR）」の普及については、兵庫県こころのケアセンターの大澤智子先生をお招きし12月に
２日間の研修会を実施した。宮城県内の精神保健領域のベテランの専門職にも多く参加いただき、内容
の濃い研修を行うことができた。
　若者の精神保健対策を目的とし、精神保健医療と学校との連携を強化するための活動も継続している。
宮城県や仙台市青葉区の事業に協力する形で、高校や専門学校の教員に対して、生徒への対応について
のスーパービジョン、精神疾患の知識や対応、生徒や保護者、教員間のコミュニケーション・スキルを
高めるための研修会などを実施した。また、今年度から、日本医療研究開発機構（AMED）「児童・思
春期における心の健康発達・成長支援に関する研究」（研究代表者：水野雅文）の事業を開始した。平
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成30年２月３日には仙台市で「学校と精神医療との連携のための研修会～思春期・青年期の精神症状
の見立てと連携～」を実施し、講演にグループワークを加えた研修を行った。スクールカウンセラーや
教員などの職種の方々が参加した。その他に、宮城県内の精神保健医療と学校との連携についての好事
例を集積する調査も行った。
　今年度も、宮城県内の自治体やみやぎ心のケアセンターからの依頼で、研修会や講習会に講師を派遣
し、主に、県内の自殺対策事業や職場のメンタルヘルスにかかわる研修会の講師を務めた。これに加え
て、学会や各種シンポジウムなどにおいて、災害にかかわるメンタルヘルスの現状や調査結果について
の報告を行うなど、宮城県内外へ情報発信や普及啓発を行った。また、宮城県DPAT研修会での講師、
日本精神神経学会における熊本災害についての支援活動の報告、熊本県での講演など災害に関わる普
及、啓発活動も継続的に行った。さらに、みやぎ心のケアセンターの調査研究班会議に定期的に出席し、
同センターにおける研究事業についての支援を行ったり、同センターが行っている調査事業への協力を
行った。その他、同センターが主催したみやぎ心のケアフォーラムへの協力も行った。
　研究活動としては、社会福祉協議会の職員の精神健康について調べた研究（Ueda�et�al.,�2017）が
PLoS�ONE誌に、災害直後の気仙沼地域の精神科病院における入院患者の増加を示した研究（Sakuma�
et�al.,�2018）がAsia-Pacific�Psychiatry誌に、論文受理された。また、第16回日本トラウマティック・
ストレス学会では、佐久間が「大規模災害後のPTSD症状の長期経過」についての演題で最優秀演題賞
を、東海林が「サイコロジカル・リカバリー・スキルの介入研究」についての演題で優秀演題賞を受賞
した。また、NECソリューションイノベータとの共同研究で、情報通信技術（ICT）を介した認知行
動療法的アプローチによる地域住民の健康増進支援プログラムの開発にも取り組んでいる。
　今後とも、みやぎ心のケアセンターとの連携を大切にし、宮城県での地域精神保健の拡充と予防精神
医学的アプローチの発展のために、地元支援者への支援、認知行動的アプローチの普及、心的トラウマ
に対する支援の普及、精神保健医療と学校との連携強化、災害精神医学についての普及・啓発、自殺対
策や職場のメンタルヘルス対策など、包括的な支援、教育、研究活動を継続していきたい。
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